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子供のクラスを再び持って

Englishもh・ωghPicもures(以下 EPと

略す)で凡その基礎ができたA男が中学生に

なった。ある日ふらりと来て云った。中学校

の英語は正しい文章でないような気がすると。

文になっているけれどつながってないからと

いう o そしてテープルの上の箱を指して、こ

、で習った英語ではThisis a table. This 

is a box. This box is on the table. It 

is shut.What is in the box?と云うけれ

ど、学校のはThisis a desk. This is a 

box.それだけで、つながりがないという o

私が成人クラスを持つようになって小、中

学生とのつき合いが10年近くなかった。従っ

てその間中学校の英語教科書を見ることもな

かった。毎年6月の公開講演会には学校教師

が多数参加することを考え、 GDMの授業の

見方を話す為に学校英語とのちがいなどしら

東山 永

べることにした。 ある検定教科書を手にし

た時、その余りにもひどいのに驚いたという

より怒り心頭に達したのである。 いくつか

例を挙げてその怒りを大勢の前でぶちまけた

後のすっきりしたこと。しかし学校の先生は

大変な問題を抱えて悩み苦労していることで

しょう。学校英語の中にどのようにGDMを

とり入れられるかを考えるのがこの号のテー

マらしいが、学校で教えた経験のない私には

何も云えない。それは山田さん箕田さんその

他の経験のある実践者にお任せする o

今回あらためて 3種類の検定教科書を手に

してまたもや溜息がでるばかり 。偉い方々が

監修者、編集委員、校関者といかめしい名称

でその名を列ねている。それなのになぜ?

GDMと学校英語のGradingはちがうかもし

れない、それぞれの教科書の重点のおき所も
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ちがう。しかし英語を外国語として教える場

合どれにも共通した根本的な乙とがあるので

はないだろうか。

EPでは 1，Youではじまる。私の見た 3

冊の教科書では、 1，Y，∞は同じレッスンに

出ているが、いづれもmy.yourより後に出る

し、その中のひとつはひどい使い方である。

その教科書のt位進んだ所で、しかも仮空の
話の中で教えられる。 Iは人間の女の子で

Y∞はある動物であり、次の 1am a man. 

は、絵によれば頭と胴体がひとつになって卵

のような形で、それに手足がついている奇妙

というより気味悪いものである。

名詞、形容詞、時制などなど際限なくひど

い感じである o GDMで教えるいちばん大事

な語がいかに組末に乱暴に扱われている乙とか。

A : 1 don' t like Friday. Do you like 

yesterday ? 

B : yesterday ? 

A : yes. It's the name of a beautiful 

鋭克19.

とんな会話が B叫{I(p..59)でできるくらい

なら Fridayis the name of a weekly 

magazine.. と云えるはずである。乙のよう

な例を挙げるのは乙のへんで止す。結局現在

の検定教科書を使いながらその中にGDMを

とり入れるのは不可能であろう。ふつうつま

み食いと云つである語を教える時にGDMの

導入などうまくとり入れる乙とはできるが。

乙の 2、3年GDMセミナーや月例会で見

た子供のクラスで感じたことのひとつ氏、 出来

すぎるのではないかという乙とがある o 中学

校の参観授業などでは、生徒が声をそろえて

文型練習などしていかにも活気があるように

見える o 乙れに近い感じで、出来すぎる。大

勢の大人、しかも殆どがGDM教師の前での

乙とであるから、子供に活溌にと望み、文も

正しくと先生は意気込むのは当然である o そ

してその為の準備が必要となる。しかし研究

会の為でないふだんのクラスは決してカッコ

イイものではない。はっきりしないもたもた

したものである。 生徒ひとりひとり眼を輝

やかせているが語、文の意味を掴むまでは、

はっきりしない。声も小さい。しかし大事な

ことは掴んでもらえるという希望を持ってク

ラスを進める。

今、私が教えている子供 7人のクラスの授

業時のとと、 K男が何やら長い筒のようなも

のを担いで来た。ヴエランダで星空を見るわ

けである。 もそれなあに ?q 、Thisisてん

たいぼうえんきょう。。 、誰の?。 地Itis 

かぞく's'" なるほど。授業中はもたもたし

て声も小さいのに、Directfとからだでしっか

り習得した時、おとなには考えもつかない文

が、殆ど正しいかたち、音、リズムを伴って

出てくる。

学校英語に毒されないうちに、そして子供

の不必要な負担を少しでも軽くと思って、 EP

ではじめたGDM初期の生徒が育ち、そして

その子供達にもまたGDMで教える乙とがで

きる乙の頃の私の喜びは測り知れない。

心から願うことは子供達の自由な発想、表

現がGDMの英語で伸びていくととである。

GDMが子供達に与えてくれたもの
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安江祐子

乙の一年間、中学一年生を教えてきました。

今回は 2学期末まで GDMで教えようと決

心し、検定教科書は使わずEPの Book 1 

をプリントの形でテキストとしました。 47人

のクラスを 3つ、週に 4時間の授業です。学

校行事の雑務の波に押し流され教材のネタ切

れ、発想、の貧困化などで何度も何度も壁にぶ

つかりめげそうになりましたo ‘もうそろそ

ろ検定教科書にもどって日本語で説明しょう

かな・. . If と思ったこともあったのですが、

生徒達がいつ頃からか、自主的に提出してく

るようになったノートの中に、みごとな自由

英作の作品を見つけそのたびに、子供達の中



で確実に英語が生きた言葉として息づいてい

ることを痛感し、まだまだがんばってみよう、

せめて今週だけでも、あと 1時間だけでも…

と息も絶えだえにGDMを続けてきました口

最終的に2学期終了時点で Book 1の半

分科57までしか進みませんでしたが、春から

9ヶ月の指導の中で驚くほど意欲的で積極的

な姿勢が生徒達の中に養われた乙と、さらに

自分の言葉として物事を英語で表現していく

力が着実についてきたというすばらしい成果

が自民見えてあらわれてきました。もちろん

公立中学校に比べると私学の場合、入学試験

を経て集められた生徒だけに、ある一定のレベ

ルがそろっており、 も英語"~乙対しても入学

時から興味を持っている子供が多いので、レ

ディネスの段階からすでに恵まれていると言

わざるを得ません。 ただ、私自身がGDM

を始めてまだ日が浅いこと、 P.57まで教える

のも初めての体験だっただけに 1時間 1時間が

まるで実験台にのせられたモルモットのよう

で、ドキドキハラハラの連続、授業が終って

、パンザイ!グと叫びたいほど感激する時と

チャイムがなっても不可解な顔で不安げにノ

ートを見ている生徒達を前にしてガックリす

る時など、本当に大きなチャレンジの 9ヶ月

だったように思います。

小学校の頃i乙塾に通ってすでに英語を知っ

ている子供達が多いのには驚きましたりただ

こういう子供達にとっても、 GDMの教え万

はかなりショッキングなようでした。自分の

目でしっかり判断し自分の頭を使って考える

だけに、一度その概念が定着すると驚くほど

自然に言葉を使い分けてくれるのです。 2学

期になってOneof the alls is green 

Two of them are whi te .という文章を練習

した時、何が主語になっているのか、またそれ

が単数であるか複数であるのかがきちんと珪解で

きて、ほとんどの生徒がまちがえずに発言し

たのははびっくりでした。(今まで高校生を

教えていてもballsの-sにひきずられる子

は多かったのです)
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3学期にはいってから、初めて検定教科書

l乙戻 りました。まだまだ学校全体としてGD

M教授法を中学校に定着させていくという方

向には至っていないので、同じ学年を持上れ

ない場合のことも考えて一年生のまとめとし

て、検定教科書も仕上げることにしました。

単語の他に文法としても、 EPでは扱ってい

ないものが出てきますが、 少し説明を加える

だけで、ほとんどリーディング教材として扱

うことができました。ただそれまで機械的な

練習がやや少なく、特に疑問文・ 否定文を作

る練習を徹底させる際、一般動詞として扱っ

てきたものが少なかっただけに、教科書で急

に多くの動詞に触れても、同じルールで、書き

換えていけるようになるまで少し時聞がかか

りました。それまでにも、プリントなどでか

なり練習をさせるよう配慮していたつもりで

すが、やはりテストになるとうっかりミスが

目立ちました。その反面、感覚的に

~will --....グ→、--....iIlSグ→ qpasto と~"Iう

動詞の流れ、そしてもう少し抽象的に習慣的

な状況説明で現在形が使われているという乙

とが抵抗なく理解できたようで、 2年生で時

制について学んでいく時、かなりスムーズに

理解できると思います。

4月から英語通信を発行し、連絡事項やメ

ッセー少などいろいろ記事を載せていたので

すが、 5月頃、 2--....3人の生徒のノートから

いくつか作品を紹介したのがきっかけとなり

授業が終ると自主勉強のノートを提出する子

が多くなりましたo 授業で習った表現を使っ

て自由英作をしてくるのですが、マンガや雑

誌の切り抜きに文をつけたり、家族の写真を

貼って紹介文を書いてくるもの、最近では

新聞の切り抜きで市スペースシャトル爆発9

について、 、アキノ 夫人。の勝利の写真をつ

けてきたみCとな作品もありました。ほほ

毎時間発行するペースで、とうとう100号を越

えました。宿題でもないのに授業が終るなり

教壇の机へ飛び込むようにして 、こんなに

やりました!。とノートを持ってくる子が増



え、毎日山積みのノートの中で婚しい悲鳴を

上げていました o英語通信に載せきれないほ

どのすばらしい作品を目の前にすると、子供

達のこの学習意欲、伸びていきたいという願

い、‘学びたい'‘知りたい'という知的欲

求を大切にしなければならない・・・と強い

責任を感じます oたとえテストの点数が悪く

ても‘英語の授業は楽しい'‘英語が好きだ'

といえる子供達を育てたいというのが私の一

番の顧いです o生徒達の多くが、この一年間

の中で小学校の塾づけの受身の勉強体制から、

やっと自分の頭で物を考え、本当の勉強とは

何かということがつかめてきたようですoG

DMが育ててくれるのは、そんな人間として

一番大切な‘生きる姿勢 ρではないかと強く

感じました。

GDMから検定教科書への移行については

その時期、方法などさらに具体的に検討して

いかなければならないと思っています。ただ

‘GDMならこんなに文法的に多くのことを

学べる'といった量的なものよりも、学ぶ姿

勢、考える力、自己表現への欲求という基本

的な学習姿勢が無意識のうちに生徒の中に根

づいたという点で、何にも替えがたいものを

プレゼントすることができたのではないかと

思っています。

(付記) 一年間の授業を生徒達はどう受け

とめたか、アンケートをしてみましたO その

鋸十結果の一部を記載致します O子供達にと

づて英語の授業は、楽しいが難しいグという

イメージがあるようです。3の質問では、ア・

イの副教材的なものを除いて、カが6割以上

を占めています。 GDMでの授業の進め方が

やはり生徒にとっても好感のもてるものであ

ることが数字の上からもはっきりわかります O

[:& 1 986 中 1 アンケート 集計結果 (生徒141名対象)

1.-英語が好きですか

(51人)
まあまあ好きな方

36.2% 

あまり好きでない何人)3.5% 

大嫌い (2.人)1. 5% 

(あまり好きでない、大嫌いの人のみ)いつごろそう感じるようになりましたか

ERお~吻J.:.吻 i 2学期末 (ω l寸reJ
14.396 14.3% 14.3% 42.9% 14.35ぢ

2.英語の授業はあなたにとってどんなイメージですか
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ァ 「 楽しい (12臥)

ィ l 難しい (6ω 43.3% 

ウ o1.5彪 たいくつ (2人)

88. 7% 
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エロ 4.39話 疲れる (6人)

1. 5箔 その他 (2.人) 内容によって違う 意欲的である

3.授業でやってきたことの中で、特によかったと思われるのは次のどれですか(3つに0)

0% 50% 100タ6

ァ | マザーグースのうた (99.人) 7052デ6

ゥ口弘勝

ェ日 2.8%

オ i
カ l

61. 796 "Howdy Engl ish"英語通信の発行
(87刈

Reading (テキストなどを戸を出して読む)(14人j

宿題の答えあわせ (4人)

41. 1% ベアやグループで相談して考える (58人)

1 64・5ヂ先生の動作、持ち物、絵などを見
て自由に発言する ( 91人)

キ I 2机九 0脇%単語のききとりなど他のクラスとの競争 (ω3払ω) 

ク口 1 

ケ n 2乙.1脱% その他 (3臥人) .山Uい1ろ引しい、ろな形で説明してもらえる .先生の話
u ・コインやカードをもらイヒこと

4. 一年間英語を勉強してみて自分自身特にどんな力がついたと思いますか(2つに0)

0% 509話 100% 

ア | 単語をたくさん覚えた (84人)59.筋

イ 3~7% 英語が少し話せるようになった(66人)

ゥ 払問 英語をききとる力(似)

ォ ||

カ 1;eJ)$ 9・紛

37.6% 

27.0% 

絵などを見て自分で考えて英語がかけるよう
になった(53人)

英語らしい発音ができる (38人)

-外人と話せた ・広告などが読めるようになった ・早く話せるよう
になイこ ・みんなで学Lぶことができるようになった ・アルファベ
ットが書けるようになった
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嚇~書とGDMの接点、を求めて

一動詞を中心に一

箕田兵衛

現在使っているNewHor izon (以下

NH)の1年の時に学習する動詞をどのよう

に導入したらよいかを考えてみたい。現在の

学校では学年末に実力テストという名の教科

書ベッタリテストをやるので、動詞以外はG

DMでやりながら使えるが、動詞はGD島伯ヲ

に導入するしかない。この導入は途中に投げ

入れ導入をすると混乱するので2月にやるこ

とにしている o 4月から翌年の1月までEP

B∞kIの 90ページ前後まで進むので、そ
こまで学習したことのどこと関連させるかが

大切だと思う oNHとGDMがダプッている

語は、

be ，have(has)， do (dose). take， go， 

come ，make， see ，錨y，get 

で、 takeは take--to，getはgetup 

で出てくる o

NHには出ていないがGDMで導入されてい

る語は、

put， g ive 
NHだけに出てくる語は、

li ke， thank， pl ay. study， want， eat 

know， prac t ice， can， ska te， ski， 

swim， stand， look， read， sit. sing.， 

1 et， 1伺 ve，start， work， help， wash， 

listen， drink， smile， talk，write， 

ca 11， wa lk， wa tc hである O

wantの導入

NHでは 11 ike baseba 11 . が初出で

ある ogiveの reviewをかねて、外国の

コイン、問題集(今年はなぜか人気があった入

その他ほしがりそうなものを次々に見せて導

入する O

T: (コインを見せる)

P:Those are coins. They are in 

your hand. 

T: (Plにコインを 1個見せる) This 

coin is from--? 

Pl: It is from France. 

T: 1 will give this coin to you.. 

P1: N o. You wi 11 gi ve tha t book 

to me. 

T: You want this book. 1 wi 11 

give i t to you. Who wants 

this coinワ

f2: 1 wa nt t ha t c 0 i n . 
be fromや who，what， which 

whereなどの疑問詞も既習の語であるので

ここで復習できる。

I ike， plaγ. studyの導入

NHではそれぞれ 11 ike baseball . 

Doy∞play tennis ? 1 study 
ma th every day.が初出である。 GDM

で be --ing 形はやっているので、絵を

使って導入する。

一6-

T: (野球をしている絵を見せる) They 

are playing basebal1. 

(アメリカン・フットポールをしている

絵を見せる)

P: They are playing American 

footba 11. 

そのほか basketba11ぞvolleYba11 

tennis などスポーツをしている写真

か絵を見せて練習する O

T: They 1 ike Ameri can f ootball. 

(絵をテープルにおき)You saw a 

picture of American footbal1. 

Do you like Amぽicanfoot ball? 

PJ.: Yes， 1 do. 

seeの導入で Do (Did) you see 

""'? 1 s ee (sa w )を復習しな

がらやるとわかりやすい o

T: What sports do you 1 ike ? 



P 1 1 i k e t e nn i s. などもできる O

T : (数学をしている絵を見せる) They 

are studyingmath.いろいろな科

目を勉強している絵を見せる O教室にあ

る予定表を見ながら

T: You have nine subjects. 

J apanese， soc国1studies，math， 
sclence..... • 

Now you are s tudy ing Engl ish・

( Plに)Do you like math ? 
P1.: No， 1 don't. 
T : What subjects do you 1 i ke ? 
Pl: 1 like mus Ic. 

can， read， write 

skate， ski の導入

be able toはB∞kIIなので、未習で
あるが利用できる O まず do，see， sayの

revi ew とあわせて導入するo

T: (あるや込こしい動作をして)

Do thi s wi th your hands ? 
(目を見て) Oh you can do 

i t. (P2に)C an y ou d 0 i t ? 
P2: No. 

T : No， you can not. 

T: (小さな写真、絵を黒板にはり、一番後

の生徒に)

This is a picture of ~・

C a n y ou s ee i t ? 
P1.: No， 1 can not . 
T : (日のそばに持っていく)

You can see this picture. 

P1.: 1 can see this picture. 

T : Peter Piper picked a peck of 

pickled pepper. 

Can you say thi s ? 
と早口言葉を言わせる O日本の早口言葉も

利用できる。

T : ( Ihandkerch i ef lというカードを見
せる)

Can you read this word ? 
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P : No， 1 can not. 

T : (ハンカチを取り出し)handke rch ief. 

(カードをテーブルにおき)

Can you wr i te this word ? 
Pl: Y e s， 1 c an 0 

その他、 実物か絵に書けるような外来語を

利用するとわかりやすい 。

例 scissors. dynamite， 

encyclopedia， pyjamas 

T: (スケート、スキーをしている絵を見せ

る) They are skating(skiing). 

(絵をテーフ.ルにおいて)

Can you skate(ski) ? 
P1: Yes， 1 can. 

P2: No， 1 can not • 

.A 
日ロ

.6. 
iJ 文

You wi 11 ，....， をとってしまえば命令文

になるので既習の語を使えばわかりやすい O

T: (Plに)

You will go to the door，Pl. 

P1: 1 wi 11 go to the door. 1 c沼田

to the door. 

T: (Yωwi 11 ) Open the door. 

Shut the door. 

何人かの生徒に次のような動作をさせるO

S tand up. 

P2， Go to the board. ~lrite 

your name on i t in Romaj i. Go 

back to your seat. 

P3，Please take your book off 
the table. Open it to page 35. 

Read them. Shut your book. Put 

i t on the tab 1 e . 

P4， Give your eraser to me. 

Thank you. 



P59 Look at the clock on the 

wa 11. W ha t i s the t ime ? 
このほか一日の生活で絵を見せながら、

get up， wash， ea t， dr i叫し 1 ea ve， 

walk， start， go home， wa tch TV， 

go to bedなどを時間の reviewをしな

がら導入する oLet'sは命令文の中で一緒に

出来る動作をしながら導入する。たとえば、

Let's go to .--，. Let's sing a 

song .など Oまだ know， pract i ce， 

work， help， listen， call， smile， 

talkがあるがこれらの語は翻訳の練習

に使っている。 たとえば、

私の父は駅員です O

My father is a station 

employee . 

My father works in the station. 

駅員であることは駅で働いていることであ

るというように母語の内容をよく考えさせて

書かせるようにしている O

命令文の導入でも生徒は黙って動作をする

だけでなく、

T : G 0 t 0 t he t a b 1 e • 

P1: 1 will go to the table. 

P : He wi 11 go to the tab 1 e . 

のように生徒全員が自分の立場から発言し

ている 02月から 3月初めにかけ、わずか1

ヶ月足らずでこれだけの内容が出来 るかとい

う疑問をもたれる人が多いと思いますが、生

徒には教科書の内容をまとめてやっているの

で、自分でも読んでおくように言っており、

GDMで積極的に言う習慣がついているの

で、それほどワカラナイという生徒はないよ

うです。幸いに学年の全クラスを教えている

ので、デキナイところは全員がデキナイとい

うことでうまくいきます。塾に行っている生

徒で教科書をやっている生徒は有利ではない

かということもありますが、 1年をすぎると

それほど差はありません O イヤイヤながらよ

りオモシロイと思ってやっていることが大切

ですo

GDMの力

一EPから教科書への
橋渡しをやってみて一

川上伊都子

はじめに

京都YMCA小学生英語科では、中学英

語へのスライドがより 易しくなるのではない

かという考えから、それまで使っていたEP

をやめて、中学の教科書 NEWHORIZO 

N Book 1 (以下NH)を基にして、京都

YMCAのοriginaltext (以下 Y 
注)1

text) を作った O教え方に関しては、講

師に一任するという事だったので、 direct

method にこだわる必要はなかったかも知

れないが、私は日本語を使わずに教えてみる

ことにしたo 1 983年4月から、 1985 

年3月まで2年間、このYtextで教えてみ

て、 EPとは gradingもcontentwords 

もかなり違うので、全ての内容を日本語なし

に教えこなすことができるか当初は不安だっ

たが、 予想以上に多くの事柄を教え られたし、

ふだんGDMの授業では教えないことも、充

分に教えられると いう ことにあらためて驚い

たO 本文では、この経験について報告してみ

たい O 以下、 、どういう grading 11で、何 H
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を教えたか、時間を追って述べようと思うが

grad ingを考える際 、directに教える為

には、何から先に教えればいいかH という事

を最も重視し、次に、 Ytextの grading

に準じた O故に、 YtextにもNHにも出て

こないが、この理由から教えた itemsがか

なりある 。Ytextでは、 NHに出てくる文

型は全て含むが、 gradingは多少前後して

いる o con t ent wordsに関しても違いが

あるので、それらを表にして、Ytext、NH、

さらに EPとの比較を試みたかったし、



teaching procedureに関しても一覧表

にしたかったが、紙面の都合でできなかイこ O

読みにくい所は、御了承いただきたい O

【クラスについて】

対象 8名小学5年生の4月から 6年

生の 3月まで2年間

授業時間数 60分週2回

1年間72時間X2年

【TeachingProcedure 】

一一一 1年目一一-

[ 1時間目---34時間目]

始めの問、Ytextは生徒には持って来さ

せなかった O この聞は純粋にGDMの授業で

ある oE P p.l，I， You泊ゐら EP P.15の

putまでgradingもそのままである o本が

なくても readingや wri t i ng に関して

は、各授業内容にあったものをその都度

work sheetとして作ったので問題はなか

った O 包 ke/PUtについてはYtextには

出ていないが、先にも述べた様に d i rect 

method で教える場合、一般動詞では最も

示しやすいと考えたので、教えることにした O

叉、時制についても、 be動詞、一世動詞の

全てについてはYtext、NH共に未来形、過

去形は出てこないが、同じ理由から 3時制で

教えた O

[ 35時間目---45時間目]

EPのgradingでいけば putの次は

wasであるが、ととではYtextにある go

/comeを先に入れた o 2つを一緒に教える

のでなく、 go(3時制)に to、from の

他、 at、goback等混ぜながら学習して3

時間費し、 was/wereを take/putの

review と兼ね合わせて 4時間、その後で

come (3時制)を入れた。 goがよく定着

していると come は非常にスムーズに入るo
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続いてYtectで come と同じページに

ある si t down/ s tand up を入れた O

先に up/downを黒板に矢印で示したり絵

で goup/ come down等練習しておく O

生徒達は一般動詞であれば、 3時制が当り前

と思っているので、 si t/standも3時制

で入れた oT(教師)はイスの前に立ち、座

ることを示してT 、1wi II s i t down." 

座りかけて途中でとめれば、 Ls (生徒達)

の方から Ls、Youare sitting down." 

が出てきた oT 、1sat down."も入れ

た後で、Y textには、Sit down." の

命令文の形で出ているので、 You w i II 

s i t down.の [Youw i II )が落ちて

sit → Sitになるということを黒板にかい

て示せば、命令文も納得した O叉、既習の

take /put， go/ comeについても、生
徒に指示する場合には[You w i 11 )は省

略して言うようにしていたので、生徒達の耳

にも慣れていて、ここであわてなくてすんだ。

[ 46時間目---56時間目〕

Wha t i s ~ ~口}---ワ→ What
s {thi UU  F S}?→ Yes-No question 
tha t 

に入った O 叉、この時複数形の these/ 

those， they 等もこれらの疑問文 で

review した O

これらが充分使いこなせる様になった後

Who ---?を入れた O ここでも Yes -No 

question をあわせて練習する 。Who---? 

の練習では、Y textの登場人物達の絵を使

ってLs同志でよく練習できた O

[ 57時間目---69時間目]

Who '"'-'?で人の名前に敏感になってい

たのでもは効果的に入れることができたO

知らない人物の絵を見せると必ず、 、Who

i s tha t ?"と Lsはきいてくるので、そ

の名前を教え、その後それらの絵をふせて、

今度はその人物達の持物だけを見せ(同種の

物を使う O例えば、 bagの絵ばかり何枚か見

せる)、 1枚を示して T 、Thi s i s 

Jane's bag." と言えばLsは他の bag



の絵について誰の物であるか当てようとして

'sを盛んに言ってくれた。これと同じ様に

して、 Whose，.....，?もスれることが出来た O

Ytextにはないが、 EPにならって、 a 

woman's ， a man'sという形も入れた O

この期間に入れた語は他に、 fami ly 

( father， mother~ etc.)p young/ 
old， big/litt1e， their/ourp 

nine/yours/his/hers p体の部分

(nose， eye， leg etc)， i tsがある O

文、特筆したいのは、初めて speaking

testをしたことである O

。テストの方法 1人づっ個室に呼びT
と向いあって座らせる O

テスト (A)一一よく似た絵を 3種類、

それぞれ2組づっ作る O

1組をTが持ち、他の 1組をLに持たせ

るoLは、その3枚の中から 1枚を選ぴ

(Tには見せないで)、その絵について、

英語で説明する o (まぎらわしい部分が

ある時はTから Lに質問する o ) TはL

の説明をきいて、自分の持っている絵の

中から 1枚を選ぶ。Tの選んだ絵がLの

ものと同じであれば、 Lの情報伝達は正

しか北と分る O

picture A 

picture B 

picture C 

(テスト(A)に使った絵)

テスト (B)一-'sや Whose'""'-' ? 

の時に使った絵で、

Who i s she? Who se bag is 

this? Is this Jane 包 bag?

などの質問をTがし、 Lが答える O これ

らを録音し、答えの正否の他、発音、発

話スピードなどを観察した o (このテー

プについては西日本支部月例会で発表し

た o ) 

[ 70時間目'""72時間目]

i tsの reviewから has/have， 

no +nounに入ったoGDMでする様にhas

/haveの root senseから、手に持ってる

ものー~ bag 等の中に持ってるものー→家

に持ってるものと広げた oNHでは私が考え

るrootsenseとなる has/have は導入

されず、 p.25 M i ke has a pe t . 

p. 26 1 have a tape recorde r. 

It has a radio・がいきなり出てくる O

これらでhas/ha veの意味を理解させるの

はかなり難しいと思われる O 因みに、 take

についてもNHでは、 p.51 Do you take 

Koro for a walk every day? 1 

usually take him to the park.が

初出である。

ー一一ー 2年目ー一一ー

[ 1時間目'""1 9時間目]

has/haveをさらに広げた o H ow 

many + have ?に入る用意として、many

/some，そしてdo/does を導入したO

do/doesはGDMでは seeで入れるが、
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Ytextでは、 NHと同じく haveで出てく

るO 動物、昆虫などで has/have の

revi ew をよくした後、 T、Does a 

b i r d h a ve a t a i 1 ?" に対してLsか

ら、Yes"という答えがすぐ返ってきた oT 

のquestionにYes，i t doe s. N o~ 

itdoesn't.という短い答えの形を充分

練習してから、 A b i r d d 0 e sn' t ha v e 

four legs. 1 t has two legs.とい

う否定文の形を教えた oQ&Aの練習には、

机の足の部分が隠れている絵を数枚使って、

Ls同志でDoesthis table have 

three legs? Yes， it does./No， 

i t doesn' t .等、やってみた O

助動詞の有無による動詞の変化については、

すでに be動詞や3時制の変化について自分

達でその変化の規則を発見しているので、非

常に sens i t i veになっていて、この最も中

学生がまちがう hasー-'>does + have-→ 
has の変化を、彼らは簡単に受け入れ、す

ぐ使いこなしてしまった O次に入れた sees

/seeで、このdo/doesの練習はさらによ

く出来た O

この期間に導入した他の文型は、 How 

many legs(windows)does it(this 

r∞m) have? How many brothers 
do you have ? What do (does) you 

(she) see? etc.である O

[ 20時間目 --34時間目〕

There i s/ ar e構文は、 over / 

under /be tween etc.やany(疑問文、

否定文)とで、広げて教えられた O場所につ

いてsensi t i veになっているのでWhere

""?を導入した。答え方をLsは沢山知って

いるので、この様な疑問文に入った時に Ls

同志で活発に文を作り出せたobe tween / 

atが入っているのでWhat t ime i s it 

now?を導入した O時間の感覚がよく付い

てきたところでbefore/after(prep.) 

を入れた。ここでは、季節、曜日、月の名等

滋東習したo既習の構文を使って、 How 

many days are there in Apri 1 ? 

等の rev iewや Wheni s spring (your 

birthday) ? It is from March to 

May (May 5 th)。で¥Vhen"" ?を入れ

て練習した O

[ 35時間目""44時間目〕

before/after (prep.) ー+

C υnjunctionに広げた (Ytext， NH共

に出ていない)0 叉ここでは、 before/ 

a f t e r ( c on j. )を活発に利用できる様に、

When + d id "" ? を入れた oT、When
d i d L1 go t 0 t he t ab le ?" 

Ls‘She went to the table after 
s he pu t t he bag on t he s ea t. "等

のQ&Aである ogo/comeのreviewと

共に in to/ ou t of / through (Y tex t， 

NH共出ていない)や had を入れた O

before/after ( conj.) については、

子供は大人と違って非常に楽に使いこなした。

同じ worksheetをこのクラスと、他の成

人グラスとでやらせてみたが、誤答に関して

は、成人の方がひどかった O

[ 45時間目"'"51時間目]

この 2年間で最も難しいと思ったのが、

動作動詞の simpl e present である O

Y textでもNHと同じく get up/go to 

school/eat breakfast etc ・全て、

simple present で出ている o Lsは

tenseの概念が身に付いているので¥とて

もこれらの動詞をそのまま導入できない O そ

こでやはり EP Book II にならって、太陽

で導入してみた oGDMでする様に、

、Yesterdaythe sun came up at 
'‘、J. 
Today the sun came up a t --. 

Tomorrow the sun w i 11 c cme 

up at ""." 

カレンダーで毎日をさして、 Everyday

the sun comes up/' で everyと共に

simple present を導入した O 、What

t ime do you go to bed ? "等不用意
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な質問をしようものなら「曜日によって寝る

時間なんかちがうもん」と横を向かれてしま

うo ‘every Saturday" と付けて初め

て、 1go to bed a t 11 every Sa-

turday." と答えてくれるのである O これ

は嬉しい驚きであった。叉、 s imep 1 e 

pr esentでの3人称の動詞の変化も、 has

/have等で習ったことなので自然、に出来る

ようになった o f u t ur e ， p as t， s i mp 1 e 

prese ntの3時制を、助動詞 will，di d， 

do/doesと共によく練習した。例えばP13

の worksheet である。 (A;答えを

見てそれぞれの疑問文を作る。 B:黒板に

はった絵(動作と時間を表示)を見て、文を

かく o) 

[ 52時間目--61時間目]

play， 1 i st en， si ng， r ide， s tudy 

等の動詞は、写真等で what is he d oing? 

He is playing baseball.と楽に入

れられた oLet' s はどういう風に入れょう

か迷ったが、 Lを1人前に出してウォークマ

ンで音楽のテープをきかせる。他のLsが興

味を示したら、 T 、Let's listen to 

the tape toge ther."で入れた o同じく

Let's sing the song. Let's r ead 

the book.等授業中に出来るだけ使ってみ

たo likeは、 T自身の好きなものを使って

導入したが、Ls~.:.Do you like ca t s ?" 

等ときいても‘まあまあ H とか言われるので

very muchを付けて練習する様にした。

他に動詞では、 make(ma ke + noun + 
adj .， make + noun + verb)をGDMと
同様に入れ、 Howold are you ?thing 

/person等もとこで入れた o

[ 62時間目--72時間目]

canはEPBook IIにある beable to 
と同様に導入した。 drive，skate， ski p 

run， wr i te等を一緒に入れて、文 do/

doesもreviewしながら、練習をふくらま

せた。 of，序数詞を入れたあと、Which--

?と relative which ( Y textにはどち

らも出ていない〉をしめくくりに入れた O

これはGDMで行う通りである O

最後に筆記体の練習をして 2年間の課程

を終了した O

おわりに

この 2年間を振りかえってみると、やは

り、 GDMの力"に対する驚きに他ならない。

それは、「英語の授業は、、英語を教える ff

のが目的であって、、教科書を教える 11ので
注)2

t沈いことは、明白な事実である」 こと

をふまえた上で、 EPをtextとして選べる

自由を持てない時に、どれ程GDMという教

授法の理論が、 EPの枠を越えて私達教師の

力となってくれるかということである o

「動作をする人の人称や数によって異な

ったことばを使いわけること、現在行われて

いる動作と、未来、過去、の時の関係で、そ

れぞれ異なった表現があることを発見してい

る。これを文法的な用語を使ったり、規則と

して説明することはできなくても、その意識

の中には、上述のことが自然、にできている。

(中略)すなわちこのような変化に対する潜
注)3

在語句な rea!dinessができていると言える」

との学習成果の素晴しさは、初期の英語学習

にとって何にもかえ難いものであり、これと

そ教師が最優先するべきものではないだろう

かOそれぞれの教室現場で、 EPを使いたく

ても使えない人達が多くいると思うが、 GD

Mの力を借りてなんとか工夫していただきた

いと思う Oこの報告が少しでもそういう人達

の役に立てば幸いであるo

注)1奥村裕子，

ABC in Eng lish 

( 1986年さらに改訂された)

注)2吉沢美穂，

「教科書を使いこなす工夫J
p. 3 

注)3 向上 p.126 
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メディア史上の

B asic Engl ish (1) 

片桐ユズル

Basic Engl ishの特色を知るのに、 struc

ture words において、どのような語が排除さ

れているか見てみよう。

Both .Tohn and .Tames were there. 

John and .T ames were there. 

A dog has nei ther arms nor hands 

A dog has no arms or hands. 

1 had some food， and some wine， too. 

1 had some food， arrl some wine. 

上の例で、加th、neither、nor、t∞ は
Basiclとない。論理的にはarrlか orがあれば

わかるのだから、イタリックの語はいわばゼイ

タクであり、情報をふやす乙とに何の貢献もし

ていない。

乙のように、なかみと表現のズレに気がつく

という乙とは、紙の上iζ書いてみるとわかりや

すい。乙とばは、ものにつけた荷札みたいなも

のだ、というかんがえは、文字というものがな

かったら、出てとなかったかもしれなL、。音だ

けの世界で、オグデンとリチャーズの「指示作

用の三角形Jをおもいつく乙とは、きわめてむ

つかしい乙とだろう。あのように視覚化してか

んがえる乙とは、無文字社会のひとにはできな

い乙とだろう。

ラフカディオ・ハーンは日本人が全体として

文化的教養が意外に高い乙とに敬意を表しなが

ら、独創性Il:欠けるととに物足りなさを感じて

いたと、作家の藤沢桓夫は書いている(読売新

聞1985年12月9日夕刊)。たとえば当時の中

学生は富士山について書かせると、まるで申し

合わせたように、富士山は扇を逆さまにしたよ

-14一

うな形をしている、と書いてハーンをおどろか

せた。 富士山は乙ういうものだとのイメージを

身近な大人から教え乙まれていた、ということ

で文化のあるレベ‘ルが維持されるのだが、同時

にそのようなキマリ文句が独創をさまたげてい

る乙とをハーンは見た。乙れが口伝文化と書き

文字文化の共存した当時の日本であった。

書き文字文化というのは、たとえば「そうろ

う文Jというような文体が実際に話される乙と

ばと違っても、平気で存在した。書き文字は一

種のメモであるから、話されるそのままを忠実

に再現しなくてもよい。むかしの日本の知識人

の漢文とか、中世ヨーロッパのラテン語とか、

今でもわたしなどはしばしば英語でメモをとる。

また、書道の発達した漢字文化圏では、書き文

字が客観的な情報よりも、情報の送り手をあ ら

わすという乙とに気がとられたりした。いずれ

にせよ「言文一致Jという乙とがいわれる裏に

は、言と文が不一致であるととが気になってし

かたなかったので、そういう気持ちは活字文化

のものであるとおもう。

コミュニケーションのメディアはかわっても、

ひとの気持ちは前の時代のものをひきずってい

る。伝統社会においては、物言いの仕方も文章

のスタイルもきまっていたから、その定形を覚

える乙とが教育であった。たとえばアイサツと

か、 gO<XlEngl ishでは不十分でbetter

Engl ish でなくてはアカンとか、そういう乙

とをうるさくいうのは伝統社会のなごりである。

しかし、活字文化のひとは、そういうスタイノレ

を通り越して、その向乙うにある情報という乙

とに興味をもっ。そういういみで、 Basic

Engl ish は活字文化的心性から生れたといえ

る。

それと同時に、 Basicの誕生にとって、ラジ

オの出現がシゲキのひとつとなっていた乙とも

知られている。その出来たてのラジオをうまく

つかい ζなしてヒトラーはナチズムをひろめた。

オグデンもリチャーズも、ラジオにのせても誤

解なく、わかりやすい英語を考えた。 Basicを

つくるにあたって、たとえば[p i : s ]とい



う音はpeaceでもpleceでもありうるから、平

和のpeaceをの乙し、かけらのpieceはbitで

いう乙とにした。親切のkindをの乙し、種類

はsort であらわす乙とにした。左の left は

の乙されたが、過去分詞の left はの乙されな

かっTこ。

音のメディアにのる場合i乙、もうひとつ考え

るべき点がある。たとえば、コンビュータは、

技術の進歩lとより、果てしなく小さくなり得る。

しかし、あまり小さくなると、文字盤が読み取

れないとか、指でボタンをおすときに間違いが

起乙りやすい、とかの問題があらわれてくる。

耳で乙とばを聞く場合に、紙の上の文字の場合

よりも 2倍だか3倍の長さが必要だ、とど乙か

で読んだ覚えがある。一見、無駄で元長に見え

る文が、耳のコミュニケーションの場合は、文

の一部分が落ちとぼれでも、ど乙かに救いがの

とっている。たとえば、

Both John and James were there. 

の文では、うっかりして"Both "を聞き落し

ても ~t arrl "があるから、すくわれる。あるい

は逆花、"ぉ吋"のと乙ろをぼんやりしていて

も..Both "があったから、やっぱりふたりだ

ったんだ、な、とおもう。さらに were とい

うと乙ろでも、複数について喋べっているのだ

な、という手がかりがある。だから、 both~ 

either， neither， nor， t∞， also などは、

コミュニケーションの安定感のための役わりを

はたしている。

Redundancyという乙とでいえば、われわれ

日本人の学習者に苦手の3人称単数現在形など

というものは、なくてもいいものだ。

He goes to school everyday. 

行くのは Heだというととがわかっているのだ

から、動詞でまた g句呈というのは余分な反復

である。さらに、時をあらわす副詞があったら、

動詞で時をあらわすのは二度手間であるとさえ

いえる。

He go to sch∞1 everyday. 
He go to sch∞1 tomorrow. 

He go to school yesterday. 

論理としてはこれでつながるはずだが、どうも、

もうちょっとツッカイ棒がないと不安定な感じ

が、英語l乙なれたひとには、あるかも知れない。

中国語は、文法的反復の要素が、非常にすくな

し、言語だと、どこかで読んだ‘覚えがある。その

ため、かえって、コ ンテキス卜にたよるととが

多くなりすぎて、古典の場合など、 「解釈」と

いう乙とが特別に大変な乙とになったそうだ。

コンピュータの便宜のために、いろいろな乙と

が数字化されている現在だが、そのなかには情

報に直接関係のない数字がいくつか入れてあっ

て、間違いの起とるのを防いでいる、とか聞い

た乙とがある。

最後に英語iと対してイタリア語を比べてみる

と、文中の一語一語が単数/複数、男性/女性

の信号を点滅させている。

Questo b π110 capello. 

男・単 三単男・単男・単 男・単

Questa h la π11a testa. 

女・単 三単女・単女・単 女・単

Quell i sono vostri capell i 

男・複 三複男・複男・複 男・複

英語はThis is"…-とはじめたら、その文の

おわりに amanが来ょうが、 awomanが来

ょうが、かまわない。英語は考える順番になっ

ているのだ。まずはじめにatorがいて、action

を起乙し、それがobject Iζ及んで、 goal に

まで達する。その例は 1am putting my 

b∞k on the table.で、乙ういう文はリチ
ャーズによれば..primitive lucidity "が

あり、だれでもすぐにわかる、ということだっ

た。英語の文章はコンベアー・ベルトみたいな

もので、しかるべき順番で、すきな物をのせて

いけば、自，然iと欲する作文カずできると、乙んなふ

うにおもっていた。

それに対して、イタリア語の場合は、最後に

戸

b



Questa 6 la mia t.・sta. Questoるilmio cappel1o. Quelli 50no i vostri ∞ppelli. 

くる語が、男性/女性、単数/複数がわかって

いないと、最初の一語も発せられなL、。英語の

open errl ing IC.対して、 closedな感じであ

る。しかし一方で、イタリア語はよく響きあう

ーー乙れはマクルーハンのいう"acoustic 

space "というものを伺わせるような気がする。

ひとつの仮説:イタリア語とかドイツ語の方が、

より口伝文化のなごりを多く持ち、それに対し

て英語は活字文化的につっぱしっている。

(かつていわれたように、言語は進化するほど

analyt ic Iとなり、英語はその点で一番すすん

でいる、という説は今はとらなL、。)もうひと

つの仮説:まずはじめに[だれそれのボーシ]

というような「観念」みたいなものがあり、そ

れと、それぞれの国語のルールに従って、 言葉

にしていくだけだから、特lζ英語が0伊nended 

なのでもなく、英語でも日本語でも、 言いたい

乙とは最初からきまっている。

Walter J Ong， Orality and Literacy 

フ'he刃chnologizingof the word (London 

& N ew York: Methuen， 1982 )を読んで、

Basic Engl ishをメディア史上に位置づけた

くおもって、その第一歩を書いてみた。オング

の本はメデ、ィアについてのマクノレーハンの直感

を実証する最近の業績をまとめて整理した好著

である。

Alfred Korzγbski: Science and Sanity (1933)の8asicEngl ish訳

We are not fully conscious of the 
great degree to which we are controlled 
by the use of our everyday language. 1 t 
is not an overstatement to say that we 
are in a .. prisonhouse " structured by 
our semant ic react ion~ ， the way of our 
reactions to "signs " in a wider sense. 
1 n other words， the unconscious working 
of the language upon us is so great 
that what we see as " the world" is 
pictures of the structure of the langu-
age automatically sent out of our mind 

-16-

by片桐ユズル

into the s凶cero国対 us.
The power of language is so great that 
even among the experts in science whom : 
1 come across， no one is free from 
being tricked by the unseen structure 
of the language and his old condi t ion-
ing to i t. 
Even if he sees some argument as true， 
he says， a minute after， something qui te 
op戸sitein effect， or gives no attention 
to what he has said before， which common-: 
ly takes place unconsciously. (PP. 90 -91 ) 



G.D.M関西で 20年

GDM関西でもう20年!だなんてと驚いて

いると、高谷さんが、 「関西で古いのは斉藤さ

んだそうですから、エピソードを書いてくださ

い」と、私をまるで生きた化石のように言って、

原稿を依頼されました。

振り返ってみると、私が松蔭女子学院大学を

卒業して、 アシスタントとして、土佐堀の大阪

YMCAIL入ったのは 1967年4月でしたから

ひと昔以上も前なのです。当時小学生英語科

CGDM)クラスは、大阪YMCAの屋上に増

設された教室を集中コースと共有して使ってい

たので、よく授業が始まるずい分前からやって

来て遊んだり、話している子供達の声がやかま

しいと苦情がきたものでした。

講師は、ユズノレさんと岡部さんの2人だけで、

教材はすべて自前でしたから、絵や写真、カー

にワークシートにいたるまで全部手作り、ユ

ズルさんや岡部さんのバッグの中には、そのつ

ど授業に必要な教材がいろいろ入っていて、生

徒達のみならず、授業を見学している私にとっ

ても、今日は一体バッグの中から何が、どんな

絵や写真が出てくるのだろうと興味津々でした。

教室iとは周囲の壁iζ荷物をのせる shelfと、

その下iとh∞ksがあり、 GDMのクラスではし、

ろいろ利用(on. off. take. JXltなど)でき

て便利でした。乙の頃の授業では、 EPのテー

プと同じくらい、 EPの絵だけと本通りの絵と

文が入ったローノレフィルムが、プロジェクター

で見せてよく毎回の授業で使われました。 EP

そのままの絵だけは、生徒に自由にいろいろ言

えることを練習させるのにもって乙いでした。

ユズノレさんと岡部さんのクラスを交互に見学

する乙とができたのは、教え方だけでなく、授

業や教材のいろいろのアイディア、生徒の反応

など、とても多くの乙とを学ぶ場となり、私の

GDMの財産となりました。.TolmHo1t の

到。叩 ehilderen 7ai lは、 classobser-

斉藤直美

vat ion noteをもとに書かれていますが、 class

observat ion は、セミナーやトレーニングに

等しく、絶好の勉強の場を与えてくれます。そ

して、いろんな違う視点から見る目をも養って

くれます。大阪YMCAでのc1 ass observa t i∞ 
明 temはその後もずっと続けられました。

大阪YMCAのGDMクラスは翌年から、年

々クラス数、講師も増え、また、豊中YMCA

(大阪北YMCA)、堺YMCAKもGDMク

ラスができ、合同勉強会、読書会も行われるよ

うになりました。

乙の頃からGDM Newsの印刷部数も増え、

講師の集まれる人が集まってみんなでNewsの

発送をし、その後よく monthlymeet ingが聞

かれるようになりました。乙れがGDMセミナ

ーやトレーニングが活発になるにつれ、 01=ぽn

な形の月例会iと発展していきました。

思えば長い道のりの20年、でも過ぎてしまえ

ば短い。
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He gM話 hisfriend an account of 
what he wi 11 do. 

トセ did rot 也keinto account what the 
dOQ would do. 

-Basic Step by Step <C.K .Ogden)よりー
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一新刊書紹介ー

Lirrla M.し Khan，8asics 
of Phonologial Analysis: 
AProgrammed Learning 
E坦二(Pp. YNi t 266. 
CoI胎ge.-Hi11 Press， Sa1 
Diego， 1985. ) 

子供は、試行錯誤をくり返しながら、母国語

の体系を習得する。 PaulM enyuk. ~旦竺盟主S

Chi ldrer1 Use (M.I.T. . 1969) ; Carol 

Chomsky. The Acquisi ti∞of Syntax in 
Chi ldren from 5 to 10 (M.I .T. • 1969) ; 

Lois Bl∞m. Lar留uageDevelopmen 

From an:l FlD1ct ion in Emerging Grarrrnars 

(M.I.T. • 1970)などは、子供の言語発達のう

ちで、統語論を扱ったもので、今ではもう古典

といってよい。また、 DavidC rystal • c主ild
Language. Leamir恵 a凶 Linguistics

(Edward Amold. 1976) は、音韻、文法、

意味論、社会言語学の面から見た言語発達が中

心となっている。音韻iと関するものとしては、

たとえば、 NeilsonV. Smi th. Th主主2型詮i-

且旦 offh卿 10gy:主主竺e 坐盟主
(cambridge Universi ty Press. 1973) i 

Pamela Gnmwell. Clinical Phonol句(y

(Croom Helm.1982)があげられる。

さて、音体系も、子供は様々な試行錯誤をく

り返しながら習得する。 1960年代後期から

1970年代前期にかけて、 speech同thol唱ist

たちは、言語学の成果を臨床に大いに応用しは

じめた。子供は、音体系のコントラスト、クラ

ス、パタンといったものに注意しながら、母国

語の音韻体系を解読し、その知識を徐々に広げ

つつ自分のものにしてゆく。乙の時期に、成人

のもつ音体系とは乙となった解釈が行われ、子

供独自の音体系が段階的iと生じてくるのである。

それは種々の音声現象として現れ、その現れ方

には規則性がある。ある音声現象と、それとは

異った音声現象には、現れ方にきまった順序が

主主主謀三奪書三奪三生空=全空=士ヰ=宅室経諌吉宗主事葺言拒詩三径三事

あり、お互いにオーヴァラップしながら、次の

音声現象iと移ってゆく。

本書は、子供iと見られる種々の音声現象を、

その現れるJI聞に具体的に記述してゆく。たとえ

ば、 hat/ h友t/. cup/kゅ/を[h記].[kl¥] 

と発音する段階がある。乙れは末尾子音削除

( delet ion of f inal consonant)と呼ばれ、

初期の段階である。次に見られるのは、母音直

前の子音の有声化 (prevocalic voicing)で、

talk / bk /. cup/ k̂p /が[dコkJ.[ĝP ] 

となる段階である。 Khanは、ノーマルな言語

発達過程において、乙のような13の段階を設定し

ているo

乙の本はワークブックである。読者は練習問

題にあたりながら、子供の言語発達の過程を追

うととになる。問題は平易なものばかりで、し

かも同じととが形をかえてくり返し現れるので、

ノートに答を書きながら読み進んでゆくと、音

声学iζ関してもかなりの量の知識が得られるよ

うになっている。一通りの知識が頭に入ると、

子供の発音なり、方言なりを耳にしたとき、あ

あとれはあの現象だと思いあたる乙とが多いに

ちがいない。

著者のLi凶aM.L. KhanはUniversityof 

Texas at DallasのCal1ier Center for 

COIIl11lD1icat ion Disorders 所属である。な

お同著書による、本書の姉妹編Applicat ions 

of Phonologica1 Analysis A Programm剖

Learning Text (W. vxi i t 255)もある。発

行所、発行年は本書iζ同じ。

(中郷安浩)
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活動報 l:t::. 
Eヨ

( 1984年9月--198拝 8月)

GDM英語教授法セミナー(東西支部合同)

3月26日(火)--29日(金)大阪YMCA

六甲研修センタ ー 受講者44名

8月18日(日)--21日(水)日本YMCA

同盟東山荘 受講者58名

公開講演会

〈東日本支部〉

6月15日仕)労音会館 参加者 120名

「やさしく、わかりやすく英語を

書くとは?J室勝 rGraded

Direct Method (GDM) その

ポイント」東山永

体験授業その島谷靖子(Hirrlv、

近藤悠子 (Arabic)、岩宮節子

(Swedish) ;体験授業その 2: 

疑問文新井等、一般動詞三時制

の導入竹内久枝、現在完了吉

沢郁生

〈西日本支部〉

6月22日比) 日本進研ゼミナール 90名

「人称代名詞の指導について」織

田稔、 rGDMの基礎理論J小高

一夫; 体験授業その片桐ヨ

ウ子 (S問nish)、迫田久美子

(Korean )、昆布孝子 (Chinese):

体験授業その 2 .. take "高橋

修子、..keep 原田弘、..where， 

rel. "住広寿子

月例研究会

〈東日本支部〉

9月29日比)東京都教育会館 42名

3:00--5:00 (総会 ;T回 ching:see( s) ， 

do (es) not see 丹野裕子、

so me ( a 11 ， no) 桑田ふく子)

10月27日比)横浜アカデミ ー 46名

3:00--5:00 (成人クラスの授業(t紘ing，

was)菅生由紀子 r<一般意味

論セミナー・ワークショップ

1984 ) に参加して」柳沢康司)

11月17日比)婦選会館 48名

3:00--5:00 小学生の授業 (Where…? ) 

小松典子 r日本におけるEasic

Engl ishの歴史とその周辺につい

て」梅本裕)

12月15日住j豊島区立勤労福祉会館 37名

3:00--5:00 (have竹内久枝、 how 関係副

詞、 use藤原妙子 r英語教育改
善懇談会の報告」安西聖雄)

1月19日比)葛飾区立新小岩社会教育会館

3:00--5:00 30名(百1ereis (are)--中村吉

見、 was.，did not see， Did ... 

see ? 降旗富子 r英語の

Intonation について」土居恵子

2月16日比)杉並産業館 43名

3:00--5:00 (小学生の授業(these， those) 

黒沢八重子 r私たちは何を目標
として英語を教えているのでしょ

うか」司会:安西聖雄)

3月16日比)豊島区立勤労福祉会館 43名

3:00--5:00 (m生e浅田恵子、 keep柳沢康

司 rMind，百1oll5ht， Idia， 

Knowledge について」小川和子)

4月27日住j早稲田大学 57名

3:30--5:30 (what. rel. 東山永、 S配 m

佐藤正人 rEveryone' s English 

の構想J牧雅夫)

5月22日住) 港区立赤坂中学校 34名

2:30--4:50 (中学一年生のクラスCin.∞)

箕田兵衛私の一般意味論J佐

藤由美子)

7月13日比)豊島区立勤労福祉会館 46名

3 : 00--5 : 00 (小学生の授業 (were) 山本佳

子、Whatis bl∞d? 山田初裕)
〈西日本支部〉

9月22日比j神戸学生青年センター 11名

2:00--5:00 (談話会 r<評価の視点から見た

GDM)を読んで」 司会 :高谷隆

different. same. sort. 
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高橋修子;総会)

10月28日(日)神戸市立葺合文化センタ- 21名

1 :00---4:00 (r英語のいくつかの話題について」

水鳥喜喬 that節川上伊都子、

bef ore. af ter福本洋)

11月11日旧)梅田第2産経学園 11名

2:00"""'4:30 (My lrelarrl中郷安浩:Where 

…?  植田友子)

12月9日旧)名古屋サンプラザ 33名

2:30"""'4:30 (英作文室勝 if 山田初裕)

1月20日(日)緑地理数教室 11名

2 :00，....，，5 :00 (iなんで英語ゃるの?一英語教

育改善懇iと参加してJ大塩直也;

d 安部文敏、 let高谷隆一)

2月17日旧) 日本イタリア京都会館 27名

2:00"""'5:00 (iG D Mはなぜおもろしいのか

一教授学の立場からの検討J梅本

裕;rnakeメイヤーさよ子)

4月21日旧) 緑地理数教室 21名

2:00"""'5:00 (ディスカ ッシ ョン iGDMの授

業の組み立て方ー授業をするため

のヒントJ司会:高谷隆一、レポ

←タ :メイヤーさよ子、植田友

子、安江祐子;which. re 1. 水

谷広子、 take松田さがみ)

5月19日(日)西大寺YMCA 14名

2:00"""'5:00 (s伊nish 片桐ヨウ子、 Chinese、

昆布孝子、 take高橋修子;実践報

告:斎藤成人、中原敦)

7月14日旧) 日本イタリア京都会館 23名

2:00"""'5:00 (仮説実験授業(理科)高橋道比

己 Yes• No Quest ion 川上伊

都子)

その他

上級セミナー(東西支部合同)

12月8日比ト9日旧)

名古屋サンプラザ 参加者22名

@編集後記@

今号のテーマは、 「検定教科書とGDMJで

した。検定教科書を使っている学校でGDMを

使う場合、教材配列lとズレがあるために、いろ

いろな障害が生じます。今回寄稿された方々は、

それぞれに意見を持ち、工夫を重ねながら実践

を積まれています。同じような問題をかかえて、

奮闘されている先生方のお役に立てば幸いです。

斉藤直美さんが書いておられるように、東日

本支部よりは少し遅蒔きながら、西日本支部も

今年で満二十歳iとなりました。乙の研究会を大

切に乙乙まで育て、支えてきて頂いた方々に深

く感謝いたします。

二十歳といえば、心身ともに変化の激しい頃。

決して閉じ場所にはとどまらず、どんどん伸び

て行く時期です。私たちもどんどん変化して、

伸びて行きたいものです。歴史を大切にしなが

らも、それにとらわれる乙となく。(高谷)

一一~ー....， G D M一一一一一
SUMMER SEMMINAR) 1986 

期間 1986年8月18日(月ト21日(木;

場所:日本YMCA同盟東山荘

静岡県御殿場市東山

定員"一般セミ ナ一一. 4 0名

中級セミナー … 2 0名

上級セミナー ・・・ 2 0名

受講料:申込金 ￥5.000 

受講費 ￥27，000 

宿泊料:￥21.000 ( 3泊4日食事っき)

申込先:〒543 大阪市天王寺区南河堀9-52 

大阪南YMCA GDMセミナー係

電話 (06)779-8361

(内線 3 9) 

しめきり:7月25日 ただし、定員に達し次第

締め切りますので、電話で申込状況

を確認の上お申し込み下さい。

nu 

円

L
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